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【主な収録内容】
最高裁判例

親子法改正の概要─親子法と「子の利益」
石綿はる美 ( 一橋大学大学院法学研究科准教授 )

嫡出推定・否認制度改正の実務上の留意点
飯岡久美 ( 弁護士 )

生殖補助医療関係について─生殖補助医療法とその改正
西希代子 ( 慶應義塾大学大学院法務研究科教授 )

児童福祉の目指すもの　～子ども復権のためのアドボカシー～
佐藤靖啓 ( 港区児童相談所児童相談課児童福祉係係長 )

◆ 氏名の振り仮名の法制化に係る戸籍法改正の概要と実務への影響等
櫻庭倫 （法務省民事局民事第一課長）
国分貴之 （法務省民事局参事官）
長橋佑里香（横浜地方検察庁検事（前法務省民事局戸籍企画官兼局付））

解説

いよいよ4月1日施行！　
改正親子法の概要・実務上の留意点を
解説をするとともに、
重要論点を図表で整理する！

ほか

◆ 性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律３条１項４号と憲法 13条
（最大決令和 5年10月25日　性別の取扱いの変更申立て却下審判に対する抗告棄却決定に対する特別
抗告事件）
（参考）原　審　広島高等裁判所岡山支部令和 2年 9月 30 日決定

原々審　岡山家庭裁判所令和 2年 5月 22 日審判
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